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1最景豊泉票禦整髪患k牢
第6回の豊中ボランティアフェスティバルで「ボランちゃん」という名前が決まりました。そして、今回第7回

で「ボランちゃんの歌」が披露されました。

喝　　竃垂炉
「ボランちゃん」の歌詞をもらってから、サークルの代表が集まり、相談をくり返し、最後まで悩んだのが「ボランちや

ん」の名前をどう表現するかでした。これからもずっと歌いつがれていく手話歌と思うと、責任重大でした。

手話歌のイラストも自分の持っている本を参考に書いてみました。手話の知らない人達もイラストを見て、手話に興味

を持っていただければうれしいなと思います。

①　点訳、手話、　　抱合、　　　ふれあいサロン
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（手話サークル　ジャンケンボン　H．Ⅰ）

ボランティアフェスティバルで「ボランちゃんの歌」

の歌体操をご披露させていただき、大変好評だっ

たですね。その後、グループの例会や老人クラブ

などでも楽しんでもらっています。歌体操グループ

の大切なメニューの一つになりました。

（歌体操「さわやか」T．T）

ボランちゃんの歌の作曲を依頼されたのは、確か昨年の11月頃だったかと思います。その頃は何かとバタバタとしてはいた

のですが、私も震災ボランティアに携わっていた人間。何かお役に立てればと、このお話を引き受けることに致しました。

イメージとしては「老若男女問わず誰にでも親しまれるような曲を」ということ。ただ、お引き受けしたはいいですが、ちゃんとイ

メージやご期待に添えるようなものができるのかという心配はとてもありました。「誰にでも作れるような曲」というふうになってしま

っては依頼して頂いた意味がありませんし、「なあんだ、別にたいしたことないじやない」とは言われたくない！というプロとして

のプレッシャーもありました。歌詞もわりと難しい言葉が多くありましたので、できるだけメロディに載せた時にそれを感じさせな

いように‥・とも考えました。そんな中で生まれたのが今回の曲とアレンジでした。悩むことも多かったですがお陰様でご好評を

いただいているようです。

これからも、この歌を通してより多くの方々にボランティアが浸透し、益々発展していくことを、心よりお祈りしています。

（中司　雅美）
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嘉
もうすっかり恒例となりました豊中ボランティアフェスティバル。今年は2月20日（日）

1500名。ボランティアに対する関心の高さがうかがわれました。

夢宅配便による手品

●●■▼や●■ト●●

ボランティアフェスティバルで発表された作品から、豊中市立克明小学校6年生の宇都宮麗奈さんの作

品をご紹介します。
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「
桜
の
会
」
と
交
流
し
て

十
一
月
十
五
日
に
老
人
い
こ
い
の
家

で
桜
の
会
と
の
交
流
が
あ
り
ま
し
た
。

桜
の
会
と
は
、
地
い
き
の
お
年
寄
り
が

集
ま
っ
て
お
話
を
し
た
り
す
る
と
こ
ろ

で
す
。
桜
の
会
と
の
交
流
は
、
毎
年
六

年
生
が
や
っ
て
い
ま
す
。
私
の
姉
も
交

流
し
ま
し
た
。
い
こ
い
の
家
に
着
い
て
私

は
、
一
番
後
の
席
に
座
り
ま
し
た
。
と

な
り
の
お
ば
あ
さ
ん
は
、
と
て
も
明
る

い
人
で
し
た
。
右
に
座
る
は
ず
の
お
ば

あ
さ
ん
は
、
ま
だ
来
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
「
お
寺
の
お
し
ょ
う
さ
ん
」
を
し
ま

し
た
。
お
ば
あ
さ
ん
が

「
今
の
子
は
こ
ん
な
や
や
こ
し
い
こ
と

も
で
き
る
ん
や
ね
」

と
言
い
ま
し
た
。
最
初
は
、
二
人
で
や
っ

て
い
た
け
れ
ど
あ
ま
り
楽
し
く
な
い
の

で
、
五
人
位
で
や
り
ま
し
た
。
た
く
さ

ん
の
人
と
や
る
と
楽
し
か
っ
た
で
す
。

お
ば
あ
さ
ん
も
楽
し
そ
う
に
や
っ
て
く

れ
た
の
で
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
ク
イ
ズ

を
す
る
と
き
に
右
に
座
る
は
ず
の
お
ば

あ
さ
ん
が
来
ま
し
た
。
お
ば
あ
さ
ん
が

「
何
年
生
？
」

と
聞
い
た
の
で

「
六
年
で
す
」

と
答
え
ま
し
た
。
お
ば
あ
さ
ん
が

「
ク
イ
ズ
む
ず
か
し
く
て
わ
か
ん
な
い

わ」

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
高
次
君
の
落
語

が
始
ま
り
ま
し
た
。
お
ば
あ
さ
ん
は
笑

い
な
が
ら
聞
い
て
い
ま
し
た
。
リ
コ
ー
ダ

ー
を
ふ
い
た
と
き
、
お
ば
あ
さ
ん
が
私

を
見
て
い
た
の
で
少
し
は
ず
か
し
か
っ
た

で
す
。
ふ
き
終
わ
る
と
お
ば
あ
さ
ん
が

「
む
ず
か
し
い
の
ふ
く
ね
。
私
ら
の
と
き

は
、
あ
な
が
少
し
だ
っ
た
の
に
、
ず
い
ぶ

ん
変
わ
る
も
ん
だ
ね
」
と
言
い
ま
し
た
。

も
う
一
人
の
お
ば
あ
さ
ん
が

「
私
達
も
こ
ん
な
時
が
あ
っ
た
ん
だ
よ
。

あ
な
た
達
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
こ
ん
な

時
が
あ
っ
た
ん
だ
よ
。
あ
な
た
達
の
年

が
い
ち
ば
ん
良
か
っ
た
」

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
お
ば
あ
さ
ん
が

「
な
み
だ
が
で
そ
う
な
く
ら
い
う
れ
し

か
っ
た
よ
」
と
言
っ
て
く
れ
た
と
き
、
私

は
す
ご
く
う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。
お

別
れ
は
あ
く
手
を
し
ま
し
た
。
お
ば
あ

さ
ん
は
、
何
度
も

「
あ
り
が
と
う
。
あ
り
が
と
う
」
と
言
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

「
忘
れ
ん
で
ね
。
ま
た
来
て
ね
」

と
言
わ
れ
ま
し
た
。
私
は
、
お
ば
あ
さ

ん
が
喜
ん
で
く
れ
た
の
で
、
も
つ
と
長
い

時
間
、
お
話
を
し
た
か
っ
た
で
す
。
で
も

お
ば
あ
さ
ん
が
喜
ん
で
く
れ
て
ほ
ん
と

う
に
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
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扉夢殿蜜屈葬夢♂随
に市民会館で開催しました。午前中はあいにくの雨にもかかわらず、参加者はなんと

瑚 勾

まずは、老人介護者（家族）の会の皆さんに寸劇で介護保険サービスを受けるまでの過程をわか

りやすく説明していただきました。

パネルディスカッションではふだん活動しているボランティアさんが、介護保険制度が始まっ

てからの活動などについて熱く語り合いました。

領主十三十千三‡丁

迫
真
の
演
技
！
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府内初の企業・団体ボランティアネットワーク誕生

12日18日豊中市立福祉会能で企業・団低のボランティアネットワークとよなか（Vネットとよ

なか）が結成されました。この会は平成9年9日より豊中市社台福祉協議会が市内の企業・団価の社

台貢献活動を推進していく方策を検討するために大阪府立大学教授の牧里毎治先生を呑貝長として

組織した企業・団他の社会胃献活動検討否貝会の提寮で実現した宅のです。昨年の企業向けのアンケ

ートでネットワークに参加したいと回等した58社を対象に呼びかけ、24社、個人会員20名の発

会となりました。　経済疇鷲の偲延の中、厳しい船出ですガ、知恵を出し合い、実りのある会lZ育て

ていきたいと交流されました。

結成縁台では牧里先生のお岳もありました。　　　　　総勢50名だ参加されました。

∨ネットとよなかの活動の柾は「まいどおおきに」

ま・‥まちlZ必専な活動をみつけます

い‥・いろんな企業市民と出会いの蟻を作ります

と・‥どんなことlZ毛挑戦します

お・‥思いやりの他育てます

お・‥お宅ろいボランティアありまつせ

き・‥気軽にいつで毛を支えます

に‥・人借味あβlれるまちつくりを

匡＝二項

調査研究

交流の場の提供

チャリティイへントの企画

学習階台の提供

情報提供

活動の環墳整備推進

ボランティアの推進

＊法人会員　年間一口10，000円　個人会員　年間2，000円

＊会の趣旨に胃同される事業所・団依・個人となたで宅OK

2000年3日璃在　加盟企業　　　　　（順不同） 

NTT北大阪、蔦友会総合坂孤病院、大阪ガス北乗事業菰部、大阪北生協、（楳）ヒンリ、 

きんでん豊中営業所、阪急百肖店千里阪急、北大阪急行電鉄、関西電力三国営業所、 

塩野義製薬、水都債閂金庫孤店営業部、阪急9ウシー、豊中商工会議所、豊中青年会議所、 

ナシヨナ／L住宅産業、服部建設、阪急ハス、富士ゼロックス、腱下産業階器、 

豊中市呂悪詰会腱下電器産業洗濯槽事業部、連合北大阪地域協議会豊中地区協、幻新、 

セイコー電設、豊中環境事業協同組合 
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ボラ碍多謝三九もろいろ

齢踊絹地匪幽囚
一二、号＝ミ三重三、三三≡

豊中市社会福祉協議会のボランティアセンターでは、平成10年9月以来、インターネットでホーム

ページを発信しています。ボランティアセンターのグループ内容や活動のご案内を中心に公開していま

す。ホームページ開設以来、ホームページに興味のある市民

パソコンボランティアが、毎月集会を持ち、画面のメンテナンス

や新企画・新技術を話し合っています。老若男女、いろいろな

人達が集まってきて、にぎやかです。

とくに技術的に難しいことを知っている人ばかりでなく、画面を

いかに面白くするか、という熱意があれば、誰でも気軽に参加で

きるオープンな15人ほどの「アクセス」という名のグループです。

3．ボランティアスクー／レ・体験プ
ログラムのご紹介

ボランティアは始めたいけど、少し勉強してから始めてみようと
お考えの方　活動しているがもう少し

専門家の考え方を闇いてみたいという方のために、ボランティア
スクールを開傲していますb

また、ボランティア休暇や夏休みを利用して、社会人や学生がボ
ランティア体験が出来るプ七グラムも

用意しています。

昆
ボランテノアスクール入門講座

（毎年　5月から6月頃開催）

ボランティアってなに？というところから

活動の体験躾や種株、心構えなどを学びます。

社会人のためのボランティアス
クーール

（今年度より7月から8月実施）

社会人が暮加しやすいように休日にスクールを
開催します．

スクール終丁種は、ポラ／ティア休暇などを

喋って、市内の

施股などへがラ／ティア体中をします。

ハートの中はいろんなボランティア活動です。

（トップページ）

最近は、かわいいキャラクター「ボランちゃん」も画面

に登場して、親しみやすいホームページになってきま

した。アクセス数（読んでいただいた人の数）も、この

3月には延べ6000人を越えて、いよいよメンバーは

張りきってきて、画面も充実しています。

また2月5日には、アクセスによるセンター内のオープンセミナーが行われ、多数の未経験参加者が、新

規に購入されたデジタルフロッピーカメラを使って、写した画像が、ただちにホームページに張り付けできる

技術を体験し楽しみました。

（アクセス　M．Y）

幅広い年代の方が参加したオー
プンセミナー

等望＿ご喜一垂書≡壁
ホームページのURL（アドレス）は、http：〟www3．ocn．nejp／～tCPVCです。

い
ろ
ん
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル
の
ご
案
内
）
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介護保険とボランティアのガイドライン作成
豊中市社台福祉協議会ボランティアヒン9－1こ最近「ボランティアの名簿がlましい」や「ケアフラ

ンの薬取りをボランティア活動で協力いただけないガ」などという問合せが増えてきました。とこで

山地域福祉ネットワーク推進呑貝台で介護保険と山地域福祉ネットワーク（ボランティア）との関わ

りを整理するためにガイドラインを作成しました。ガイドラインの柾は沢のとおり

＊菰宋ボランティア活動は介護保険の補完や代替だ主たる目的ではない。

＊当面の闇は、介護保険だ浸透するよう声かけや貝守り活動を中也lZ対象者の状況把握をし，

ク／し－フ援助活動では情報交換の蟻として活円。ただし個別支援lZついては．介護保険メ

二コ一に関しては保険を基孤的lZ優先していく

文寸象書呂山の手占動の主な意義投書まなど

介護保険認定外（自立など） �介護保険認定された人 

声かけ貝守り活動 �借報提供、未申請者への普及 �状況確認、債報提供 新しい事業開発 

個別支援活動 �緊急時はできる経国で協力 �基瓜的lZ介護保険を優先 

家事援助・話し相手 �長期の場合は介護保険申請へ �保険メ二つ一にない場合 

通院介助など ��は可能な遊園で協力 

ク／L－フ援助活動 �未申講書への疇報提供の蟻 �ケアフラン等の喘報交換 

βlれあいサロン・会食 ミニデイ・世代闇交流 �仲闇つくり．予防活動 �仲闇つくり，健康つくり 

＊介護保険の動向を貝なぼら順次貝直しをしますか当面は市社協にご相談を

琵至　二手二言モミ－：一芸
豊中に住み、ボランティアグループ「みちしるべ」

に入会して、先輩方に支えられ活動してはや十

年、昨秋より、上野地区社会福祉協議会ボランティ

アよりお誘いをうけ、ミニデイを地域の方々とご一

緒に、お手伝いさせていただいております。

月一回、堀田会館で開かれます、参加者は七、
八人で十時頃集まり、「お変わりございませんか」

の挨拶で始り、血圧測定、なつかしい歌、軽い体

操、手作りの昼食、ちぎり絵等をしてなごやかな、

ひとときを過ごします。

スタッフは、当日の企画や参加者一人ひとりの係

や、会場作り、昼食作り、送迎係等を決め、たのし

い雰囲気のなか無事終了することを願って精一杯

はげんでおります。

小地域になると、人のつながりが濃くなりすぎ、

やりにくい事も出てくるのではと敬遠してしまいが

ちですが、「遠くの親戚より近くの他人」という諺の

ように、おそれずに仲間入りして、ご近所のお話

を聞いたり、よき習慣をうけつぎ、共に考え、学

び、新しい風を入れ、助け合う心をもって共生して

いく事が大事ではないかと感じました。

現在はボランティア出来る立場にあるが、いつ

逆転してお世話になるかは時間の問題です。どう

かそれまでは、皆様に笑顔でボランティアを続け

させて下さい。お願いします。

（みちしるべ　N．H）
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膵ランティアレポーター訪問記》
今回の訪問記はステップアップ講座とボランティアのためのホームヘルパー3級養成講座です。

ステップ不惑讃ヂ
3月14日午後、尼崎市に在る特別養護老人

ホーム「園田苑」と「尼崎災害復興グループハウ

ス」に総勢18名で訪れました。

園田苑の開設1988年、定員50人、平均年

齢82才強、（女性52人、男性8人）。玄関の外

見は決してきれいとは言えないが、気楽に暮らし

ている生活の匂いが直ぐに伝わってきた。対等・

平等・互恵がモットー。

グループハウスは66才から89才の12人が

暮らす。平屋建ての中央には中庭ウッドデッキと

リビング、共用の台所・浴室があり、廊下をはさ

んで左右にトイレと縁側付きの個室が18室並

ぶ。

年中24時間生活援助員に見守られ、心が安

まる。いつでも一人になれる、いつでもだれかに

会える。衣食にかかわらず自由がきく、買物も頼

め、通院にも介助がある、財布も時間も自分が

決められる。在宅でも施設でもない高齢者が自

律して生活できる理想的な住まいに思われた。
「園田苑」苑長中村大蔵さん、お忙しいところあ

りがとうございました。　（豊中アッシーでⅠ）

六ランテノア〇二

【講座編】

四月から始まる介護保険に、ボランティアとして

どのようにかかわれば良いのか？講座ではまず、

このことについて事務局よりボランティア活動のガ

イドラインに基いて説明がありました。

その後、6つのグループに分かれて事例演習に

取り組みました。出された事例に対して笑い、ため

いきの中、グループ毎に知恵をしぼり、お互いに発

表しあいました。

ボランティア活動は介護保険サービスを補完す

るものではありませんが、ふれあいサロン、給食サ
ービスなどの活動を通じて介護保険の情報を十分

交換し、さまざまな課題を行政に申し出る役割をボ

ランティアが担うことになります。

地域に根づいたボランティアがうまく活動できる

よう、介護保険とのかかわりが気になるこの頃で

一二、ヘルハー3級養成講座

ボランティアセンターでは登録ボランティアや校区福祉委員会の関係者を対象に2月からホーム
ヘルパー3級養成講座を開きました。

講義や実技講習の後、デイサービスセンターでの実習とホームヘルパーさんと一緒に利用されてい

るお宅へ同行訪問も行いました。

最終日に行った討論会では、「実習に参加し福祉施設の概要がよく分かりました」「ヘルパーの仕

事は思っていたよりハードでした」などの声が上がっていました。

悪天候の日や、体調を崩されても講座に参加された方もありましたが、修了書を手にされるとみな

さん満面の笑顔を見せておられました。今後、地域でのボランティア活動に期待しています。



（8）　　　　　　　　　　　　　　　ボランティアセンターだより第30号

轟磯圃除　　塵磨恕　　霧蟄　　審豹蜜雛

讐讐讐禦警警禦讐禦
阪神・溌拓大震災から5年を迎えたI RI6日　】

（巳）原田小学校で原田模区福祉呑貝会と市社会福

祉協議会主催で災害支援訓練を開催しました。

訓練の後依再髄で災害救助犬の役割について日

菰レスキコー協会の大山民の講演を実施しました。

原田校区福祉呑貝会では、山地域福祉ネットワー

ク活動と災害救援活動を一価として進めていくた

めlZ昨年の2日餃区内の各種団他を呼びかけ、山地

域福祉ネットワーク推進酉員会を結成しました。今

回は芝の組織を茎孤lZ市社協の指導で、市の防災

課、北消防署等が一位となった災害支援訓練となり

ました。災害を穿けて毛皆さんが避難する前lZ高齢

者、介護者などの守否確認をすることや璽矧ヱ対す

る意志向上及び各国依、各自治会だ緊急対応時の連

携と支援だ強化されたおかげで地域の皆さんlZ専

心感を与えることだできました。

日ごろの声かけ貝守り活動だ災害時に役立つこ

とを実感・依験したIBとなりました。

原田蔽区福祉毎貝台　A．T

★有珠山災害救援募金活動実施中！！

豊中市社会福祉協議会では現地の支援活動に

及び被災者救援のために役立ててもらうことを

目的に福祉会館事務室に募金箱を設置してい

ます。

★5月より毎月：

登録ボランティアグループ

オープンセミナー

★5月20日：企業ボランティア

セミナー

★6月：ボランティアスクール

入門講座

★7月15日：

サタディボランティアスクール

★7・8月：ボランティア体験

プログラム

★9月：ヒューマンカーニバル（予定）

★11月：ねんりんピック

大阪ボランティア

フェスティバル

年賀状ボランティア

★01年2月：第8回豊中ボランティア

フェスティバル

※平成12年度もボランティア関係の

イベントがもりだくさんです。

是非、ご参加ください！！

★使用済みプリペイドカード集めてます！l

「もういらないから…」と捨ててしまおうと思

っている使い終わったテレフォンカードや回数券

を、福祉のために役立ててみませんか。市社協

では使用済みプリペイドカードを集めています。

このカードは換金して市社協の事業費として活

用させていただきます。

対象となるのは

テレフォンカード、ラガールカードなど回数券

お問合せは

豊中市社会福祉協議会　tL．6841－9393

春の訪れと共にいよいよ介護保険が動き出します。編集会議でも話題の中心

は、実施後のボランティア活動への影響などの事でした。

これからは性別・世代を超えた多くの人の活動への参加と、違った立場の

人々の声を丁寧に拾い上げていくことが今まで以上に必要になってくるのでは

ないでしょうか？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（T．D）


